
Ⅰ 感染拡大防止策と医療提供体制の整備及び治療薬の開発 16事業
232,421千円（事業費245,221千円）

（１）感染療養関係 ８事業 187,380千円

◆①新型コロナウイルス感染症患者の入院等受入医療機関等への協力金(３病院１施設) 92,560千円
◆②介護事業所で療養している感染者等に対する保険対象外介護報酬相当を事業所へ支援 2,400千円
★③新型コロナウイルス感染症に対応する医療従事者への危険手当の補助（２定）を増額

（7,105千円→23,845千円） ※繰越 16,740千円
◆★④クラスター対策費用（経過観察・療養物資配達・職員旅費等）（２臨＋４定）の増額

（3,412千円→6,308千円） 2,896千円
⑤上記令和３年度分 14,284千円

★⑥新型コロナウイルス感染症患者の宿泊療養施設等への移送費（２臨・４定）の増額
（11,548千円→16,453千円） ※繰越 4,905千円

⑦上記令和３年度分 3,595千円
⑧新型コロナウイルス感染症対応に係る経費について小樽市立病院へ繰出 50,000千円

（２）感染拡大防止策 ５事業 29,397千円

◆①ふれあいパス交付を、三密を避けるため一斉交付会から郵送交付に変更 5,817千円
★②市庁舎内の手指消毒用アルコールなど感染拡大防止策の拡充及び執務室消毒に係る経費（２臨）の

増額 （1,320千円→5,377千円） 4,057千円
③教育委員会庁舎へのパーテーション配置と執務室消毒に係る経費 523千円
④消防活動で使用する感染防止衣や消防車両等の除菌用オゾン発生機の購入経費 4,000千円
⑤医療機関へ提供する感染防止衣等防護用品を備蓄 15,000千円

（３）学校関係 ３事業 15,644千円（事業費28,444千円）

①小中学校の修学旅行が中止等された場合のキャンセル料を支援 2,844千円
②③学校教育活動を継続するため、感染症対策等の費用（小・中）

※繰越 12,800千円（事業費25,600千円）

Ⅱ 雇用の維持と事業の継続 ９事業 701,201千円

（１）事業継続支援 ７事業 575,551千円

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、前年同月（11～３月）比で売上が30％以上減少
している事業者の事業継続を支援
◆① 下記③・④事業者以外の事業者 前年売上金額により15～30万円 ※繰越 272,000千円
② 上記令和３年度分 215,000千円

◆③ 宿泊事業者 定員等により5～250万円 ※繰越 55,700千円
◆④ 公共交通事業者等 基本額（10,20万円）に台数により加算 ※繰越 25,506千円

★⑤雇用調整助成金等の申請に係る社会保険労務士に対する手数料補助（１臨）の増額
（10,000千円→12,000千円） ※繰越 2,000千円

⑥⑦介護・障害施設新規入所者及び就労者への新型コロナウイルス感染症検査費用を助成5,345千円

（２）その他 ２事業 125,650千円

①感染拡大を抑止するため、酒類を提供する飲食店への休業要請に対し、2/1～2/15の間、
協力いただいた店舗に対し協力金（１店舗15万円）を支給するもの。受付期間2/16～3/15

【専決】121,800千円
◆★②コロナ禍により離職し再就職に至っていない方への給付金（２臨＋３臨）の離職対象期間

再延長（R2.3.1～R3.3.31）に伴う増額 （18,750千円→22,600千円） ※繰越 3,850千円

Ⅲ 次の段階としての官民を挙げた経済活動の回復 ４事業 4,990千円

（１）新たな取組に対する支援等 ２事業 3,190千円

◆★①宿泊事業者へ誘客を図る割引プラン造成に係る経費（最大300万円）（４定）の増額
（35,000千円→37,840千円） ※繰越 2,840千円

②図書貸出窓口を拡充させるため、貸出用バックを購入 ※繰越 350千円

（２）観光情報発信 ２事業 1,800千円

①コロナ禍後の海外客の観光需要喚起を図るため、オンラインでの海外への情報発信や
観光プロモーションを実施 1,100千円

②次年度以降の国内誘客を図るため、冬の体験コンテンツ動画を情報発信 700千円

Ⅳ 強靭な経済構造の構築 なし

第１弾【専決】
74,500千円

第６弾
【３臨】 18,350千円
【４定】181,482千円

第２弾【1臨】
287,108千円

第３弾【2定】
179,180千円

第４弾【２臨】
1,136,655千円

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

小樽市令和３年２月19日
市長記者会見資料

交付限度額
一次 540,788千円 二次 1,735,624千円
三次 791,614千円（うち地方単独分710,482千円）

合計 3,068,026千円

※標記臨時交付金事業のほか、ワクチン接種関係事業費(2/5専決)、検査件数増加に伴う試薬等の
追加購入、保育所等に対する感染防止経費、入院患者の医療費公費負担、受診・相談センターの
継続設置なども実施

※◆は先議予定 ★は令和2年度予算を増額

第５弾【３定】
565,469千円

◆その他 20,630千円

（１）財源振替（一般財源→臨時交付金） ２事業 20,630千円

①まるごと小樽プレミアム付商品券プレミアム分の一部 20,480千円
②学校臨時休業で影響を受けた学校給食調理業者への衛生施設更新費の一部を補助 150千円

（２）繰越のみ １事業（事業費変更なし）

①移住体験等について、起業移住体験ツアー・テレワークモニターを令和3年度実施へ変更し、
今年度はオンライン移住体験ツアーを実施

減額補正（第4回定例会） ▲167,038千円

第７弾 （R2）652,018千円
【専決・ （R3）307,224千円
１定】 合計 959,242千円

※限度額超過分（45,425千円）は
コロナ基金を充当減額補正（第１回定例会） ▲121,497千円

令和３年度予算

新型コロナウイルス感染症の更なる感染拡大を食い止めるため、本市独自の予防的措置としての酒類を提供する飲食店への休業要請に伴う休業協力金やコロナ禍の
影響を受けている事業者への事業継続支援を再度行うほか、感染症に対応する医療機関等への支援や市役所・小中学校への感染症対策経費など、令和３年度に向け
て切れ目のない感染症対応と事業者への支援を中心に事業を選定

臨時
交付金
充当額


